
【
正
会
員
】

ア
ベ
テ
ッ
ク
㈱

㈱
ア
ム
テ
ッ
ク
ス

㈱
ア
ル
テ
ィ
ア

安
全
自
動
車
㈱

㈱
イ
ヤ
サ
カ

興
和
精
機
㈱

嵯
峨
電
機
工
業
㈱

㈱
サ
ン
コ
ー

㈱
ダ
イ
イ
チ

東
洋
テ
ッ
ク
㈱

日
平
機
器
㈱

㈱
バ
ン
ザ
イ

ヤ
マ
ト
自
動
車
㈱

㈱
ユ
ー
コ
ー
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

㈱
ロ
ー
ン
チ
オ
ー
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

【
特
別
会
員
】

㈱
阿
部
商
会

㈱
イ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー
ト

ヴ
ァ
リ
ュ
ー
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
㈱

大
塚
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
㈱

オ
ー
テ
ル
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱

三
栄
電
子
機
器
㈱

新
明
工
業
㈱

ス
ナ
ッ
プ
オ
ン
・
ツ
ー
ル
ズ
㈱

㈱
ス
ピ
ー
デ
ィ

㈱
ツ
ー
ル
プ
ラ
ネ
ッ
ト

㈱
司
測
研

日
立
Ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｏ
ア
フ
タ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱

ボ
ッ
シ
ュ
㈱

㈱
マ
ツ
キ

一
般
社
団
法
人

日
本
自
動
車
機
械
工
具
協
会

会
員
各
社

た
。
自
機
工
は
「
輸
出
額
の
割
合

は
毎
年
ほ
ぼ
同
様
で
、
仕
向
地
の

偏
り
が
恒
常
化
し
て
い
る
」
と
分

析
し
て
い
る
。

ま
た
、
機
種
別
で
は
そ
の
他
と

プ
ラ
ン
ト
類
を
除
き
、
前
年
実
績

を
上
回
っ
た
７
分
類
の
う
ち
、
工

具
が
同
６
・
９
％
増
の
54
億
５
８

９
万
円
と
最
も
輸
出
額
を
積
み
上

げ
た
。
工
具
だ
け
で
、
全
体
の
56

・
９
％
を
占
め
た
。
一
方
、
前
年

度
を
下
回
っ
た
の
は
洗
浄
機
器
と

空
圧
機
器
、
計
測
機
器
の
３
分
類

だ
っ
た
。
た
だ
、
金
額
的
に
は
例

年
低
水
準
の
分
類
と
な
っ
て
お

り
、
今
回
も
全
体
に
与
え
る
影
響

は
軽
微
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

21
年
度
輸
出
額
の
プ
ラ
ス

転
換
の
要
因
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
る
停
滞
か
ら
の

反
動
が
大
き
い
よ
う
だ
。
し

か
し
、
「
20
年
度
よ
り
も
増

加
し
た
が
、
各
国
で
状
況
の

差
が
大
き
く
、
コ
ロ
ナ
禍
前

に
戻
る
に
は
ま
だ
時
間
が
か

か
る
か
も
し
れ
な
い
」
（
機

工
協
）
と
い
う
見
方
が
あ
る

の
も
事
実
。
加
え
て
、
足
元

で
は
原
材
料
費
の
高
騰
な
ど

も
あ
り
、
今
後
も
回
復
基
調

を
維
持
し
て
い
け
る
か
は
ま

だ
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
と

言
え
そ
う
だ
。

万
円
だ
っ
た
。
合
計
金
額
は
コ
ロ

ナ
禍
前
の
19
年
度
（
１
１
１
億
８

３
２
９
万
円
）
に
は
及
ば
な
か
っ

た
も
の
の
、
17
、
18
年
度
と
同
規

模
の
90
億
円
台
の
水
準
ま
で
到
達

し
て
い
る
。

地
域
別
で
は
10
地
域
の
う
ち
６

地
域
が
前
年
度
を
上
回
っ
た
。
輸

出
額
で
ト
ッ
プ
３
に
入
る
ア
ジ
ア

が
同
30
・
８
％
増
の
43
億
６
４
９

４
万
円
、
北
米
が
同
14
・
２
％
増

の
20
億
５
０
８
８
万
円
、
中
国
が

同
10
・
６
％
増
の
16
億
５
２
３
０

万
円
と
な
り
、
輸
出
額
全
体
の
84

・
９
％
を
占
め
た
。
マ
イ
ナ
ス
だ

っ
た
の
は
西
欧
と
大
洋
州
、
東

欧
、
ロ
シ
ア
等
の
４
地
域
だ
っ

由
せ
ず
に
直
接
輸
出
し
た
実
績
を

合
算
し
た
。
団
体
ご
と
の
内
訳

は
、
自
機
工
が
同
19
・
６
％
増
の

70
億
７
０
４
６
万
円
、
機
工
協
が

同
25
・
４
％
増
の
24
億
２
８
８
５

輸
出
額
は
日
本
自
動
車
機
械
器

具
工
業
会
（
自
機
工
、
山
田
勝
己

理
事
長
）
と
、
日
本
自
動
車
機
械

工
具
協
会
（
機
工
協
、
柳
田
昌
宏

会
長
）
会
員
が
機
工
協
会
員
を
経

２
０
２
１
年
度
の
自
動
車
機
械
工
具
輸
出
額
は
、
前
年
度
比
21

・
０
％
増
の
94
億
９
９
３
１
万
円
と
な
り
、
２
年
ぶ
り
に
増
加
し

た
。
輸
出
額
が
大
き
い
ア
ジ
ア
（
中
国
を
除
く
）
や
北
米
、
中
国

な
ど
の
地
域
が
軒
並
み
プ
ラ
ス
と
な
り
、
全
体
を
押
し
上
げ
た
。

機
種
別
で
も
そ
の
他
と
プ
ラ
ン
ト
類
を
除
い
た
10
分
類
中
７
分
類

が
前
年
度
を
上
回
っ
た
。
機
械
工
具
の
輸
出
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
落
ち
込
み
か
ら
、
着
実
な
回
復
を
み
せ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

年度の自動車機械工具輸出額

ア
ジ
ア
北
米
中
国
向
け

軒
並
み
プ
ラ
ス

19年実績には届かず

（1） 2023年１月



４
月
に
発
表
。
具
体
的
な
時
期
は

決
定
次
第
、
改
め
て
発
表
す
る
こ

と
と
し
て
い
た
。

新
車
で
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
運
用
開
始

と
合
わ
せ
、
継
続
検
査
の
申
請
手

続
き
時
に
運
輸
支
局
な
ど
の
窓
口

で
申
請
書
類
と
と
も
に
提
示
が
必

要
な
納
税
証
明
書
も
省
略
可
能
と

な
っ
た
。
書
面
申
請
（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
申

請
）
、
電
子
申
請
（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
申

請
）
い
ず
れ
の
申
請
方
法
に
も
対

応
す
る
。

自
動
車
税
の
納
税
確
認
の
電
子

化
は
、
登
録
車
が
15
年
４
月
か
ら

運
用
さ
れ
て
い
る
が
軽
自
動
車
は

対
象
外
だ
っ
た
。
新
車
販
売
に
占

め
る
軽
自
動
車
比
率
が
約
４
割
を

占
め
る
中
、
自
動
車
関
連
事
業
者

か
ら
は
軽
自
動
車
で
も
早
期
運
用

を
求
め
る
声
は
多
か
っ
た
。
軽
自

動
車
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
納
税
証
明
書
確

認
の
電
子
化
は
、
21
年
度
税
制
改

正
大
綱
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

政
府
は
、
24
年
１
月
か
ら
軽
自

動
車
の
自
動
車
検
査
証
（
車
検

証
）
の
電
子
化
を
予
定
す
る
（
登

録
車
は
今
年
１
月
か
ら
開
始
）
。

整
備
事
業
者
な
ど
が
専
用
ア
プ
リ

を
使
っ
て
電
子
車
検
証
へ
の
記
録

な
ど
を
国
に
代
わ
っ
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
「
記
録
等
事
務
委
託
制

度
」
を
始
め
る
な
ど
継
続
検
査
の

事
務
手
続
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
が
加

速
す
る
。
こ
う
し
た
流
れ
も
背
景

に
、
軽
自
動
車
の
新
車
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が

運
用
開
始
さ
れ
る
こ
と
で
、
自
動

車
関
連
事
業
者
の
利
便
性
は
さ
ら

に
高
ま
る
。

ど
に
関
す
る
準
備
期
間
を
十
分
に

確
保
し
た
上
で
開
始
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
」
と
判
断
し
、
運
用
開

始
時
期
を
再
度
検
討
す
る
と
同
年

検
査
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
進
捗
状
況
を
踏
ま

え
て
「
新
車
新
規
検
査
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に

関
す
る
申
請
者
側
の
関
係
シ
ス
テ

ム
の
構
築
や
事
務
作
業
の
習
熟
な

軽
自
動
車
検
査
協
会
（
軽
検

協
、
清
谷
伸
吾
理
事
長
）
は
、
軽

自
動
車
保
有
関
係
手
続
き
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）

の
対
象
手
続
き
に
つ
い
て
、
１
月

４
日
か
ら
新
車
（
新
規
検
査
・
税

申
告
）
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
全
国
で
開
始
し

た
。
こ
れ
ま
で
継
続
検
査
の
み
だ

っ
た
対
象
手
続
き
を
拡
充
す
る
こ

と
で
、
自
動
車
関
連
事
業
者
な
ど

の
業
務
効
率
化
や
軽
自
動
車
の
Ｏ

Ｓ
Ｓ
利
用
拡
大
に
つ
な
げ
る
。
継

続
検
査
時
の
納
税
証
明
書
の
提
示

も
同
日
か
ら
省
略
可
能
と
な
っ

た
。１

月
か
ら
新
た
に
拡
充
し
た
対

象
手
続
き
は
、
①
新
規
検
査
の
電

子
申
請
、
検
査
手
数
料
・
技
術
情

報
管
理
手
数
料
・
自
動
車
重
量
税

の
電
子
納
付
②
軽
自
動
車
税
種
別

割
の
電
子
申
告
③
軽
自
動
車
税
環

境
性
能
割
の
電
子
申
告
・
電
子
納

付
―
の
新
車
購
入
時
に
お
け
る
軽

自
動
車
保
有
関
係
手
続
と
な
る
。

軽
検
協
、
地
方
自
治
体
、
地
方
税

共
同
機
構
が
共
同
で
運
用
を
行

う
。軽

自
動
車
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
関
し
て

は
、
継
続
検
査
で
の
運
用
を
２
０

１
９
年
５
月
７
日
か
ら
開
始
。
軽

検
協
は
当
初
、
新
車
の
新
規
検
査

Ｏ
Ｓ
Ｓ
も
同
年
９
月
か
ら
の
運
用

開
始
を
目
指
し
て
い
た
が
、
継
続

大
型
車
メ
ー
カ
ー
４
社
よ
り
特
に

脱
落
が
多
い
、
左
側
後
輪
分
の
新

品
の
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
が
無
償

提
供
さ
れ
る
。

昨
年
２
月
に
設
置
し
た
「
大
型

車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
対
策
に

係
る
調
査
・
分
析
検
討
会
」
で
車

輪
脱
落
事
故
車
両
の
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
事
故
を
起
こ
し
た
車

両
で
は
「
劣
化
し
た
ホ
イ
ー
ル
・

ナ
ッ
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
」

「
タ
イ
ヤ
脱
着
時
に
ホ
イ
ー
ル
・

ナ
ッ
ト
の
清
掃
や
潤
滑
剤
の
塗
布

な
ど
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な

い
」
と
い
う
状
況
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

通
じ
て
大
型
車
ユ
ー
ザ
ー
な
ど
へ

注
意
喚
起
を
徹
底
し
て
い
る
。

活
用
し
て
適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作

業
の
啓
発
を
行
う
。
大
型
車
の
ユ

ー
ザ
ー
に
対
し
、
車
輪
脱
落
事
故

防
止
の
ポ
イ
ン
ト
を
「
お
・
ち
・

な
・
い
」
（
お
と
さ
な
い
、
ち
ゃ

ん
と
清
掃
、
ナ
ッ
ト
を
締
め
、
１

日
１
回
緩
み
の
点
検
）
で
表
現

し
、
周
知
し
て
い
く
。

今
年
度
は
車
齢
４
年
以
上
の
車

両
総
重
量
８
㌧
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク

と
、
乗
用
店
員
30
人
以
上
の
バ
ス

の
所
有
者
に
対
し
て
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
を
郵
送
し
、
ホ
イ
ー
ル
・

ナ
ッ
ト
の
適
切
な
保
守
管
理
に
つ

い
て
緊
急
点
検
を
行
う
。
対
象
車

両
は
約
38
万
台
。
緊
急
点
検
の
結

果
、
劣
化
に
よ
り
ホ
イ
ー
ル
・
ナ

ッ
ト
の
交
換
が
必
要
な
場
合
は
、

国
土
交
通
省
は
大
型
車
の
車
輪

脱
落
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
２
月
28
日
ま
で

「
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い

る
。
大
型
車
の
ユ
ー
ザ
ー
に
対

し
、
タ
イ
ヤ
脱
着
時
の
ホ
イ
ー
ル

・
ナ
ッ
ト
の
保
守
管
理
に
つ
い
て

緊
急
点
検
を
行
い
、
適
切
な
タ
イ

ヤ
脱
着
作
業
と
脱
着
後
の
保
守
管

理
に
つ
い
て
周
知
・
啓
発
を
図

る
。キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
大
型
車

の
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
緊
急
点

検
の
実
施
と
、
動
画
や
チ
ラ
シ
を

２月28日まで

国
交
省

ホイール･ナット
保守管理を緊急点検

継続時の納税証明書

提示の省略可能に
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
へ

（2）



つ
。
Ｂ
Ｐ
事
業
者
は
交
通
事
故
件

数
の
減
少
を
受
け
て
売
上
高
が
減

少
傾
向
に
は
あ
る
も
の
の
、
高
度

な
Ｂ
Ｐ
技
術
を
維
持
し
、
将
来
に

継
承
し
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ

て
い
る
。
外
国
人
技
能
実
習
制
度

の
自
動
車
整
備
で
も
関
連
業
務
と

し
て
Ｂ
Ｐ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
、
特
定
技
能
制
度
に
も
Ｂ
Ｐ

が
加
わ
る
こ
と
で
、
外
国
人
の
人

材
活
用
で
選
択
肢
が
広
が
る
こ
と

に
な
る
。

特
定
技
能
制
度
は
人
手
不
足
が

深
刻
な
産
業
分
野
で
、
専
門
性
や

技
能
を
持
つ
即
戦
力
の
外
国
人
を

受
け
入
れ
る
仕
組
み
で
２
０
１
９

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
自
動
車
整

備
は
在
留
期
間
が
最
長
５
年
の

「
特
定
技
能
１
号
」
が
創
設
さ
れ

て
お
り
、
19
年
度
か
ら
５
年
間
で

最
大
６
５
０
０
人
の
受
入
数
を
見

込
ん
で
い
る
。
出
入
国
管
理
庁
に

よ
る
と
、
22
年
６
月
末
時
点
で
１

２
２
０
人
の
特
定
技
能
外
国
人
が

在
留
し
て
い
る
。
国
籍
別
で
は
ベ

ト
ナ
ム
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
が
上
位
で
、
ア
ジ
ア
で
99

・
９
％
を
占
め
て
い
る
。

外
国
人
の
活
用
は
不
可
欠
だ
。
Ｂ

Ｐ
に
関
す
る
特
定
技
能
の
業
務
範

囲
が
広
が
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た

課
題
の
解
消
に
向
け
て
一
歩
を
踏

み
出
し
た
格
好
だ
。

従
来
の
特
定
技
能
制
度
で
は
分

解
整
備
を
メ
イ
ン
に
、
外
国
人
を

受
け
入
れ
て
い
た
。
政
府
は
今
回

の
方
針
変
更
で
、
自
動
車
整
備
で

従
事
で
き
る
業
務
を
分
解
整
備
か

ら
特
定
整
備
に
変
更
し
た
。
特
定

整
備
に
は
従
来
の
分
解
整
備
に
加

え
、
先
進
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム

（
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
）
の
エ
ー
ミ
ン
グ

（
機
能
調
整
）
作
業
を
行
う
「
電

子
制
御
装
置
整
備
」
が
含
ま
れ

る
。
エ
ー
ミ
ン
グ
は
Ｂ
Ｐ
で
も
欠

か
せ
な
い
作
業
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
特
定
整
備
に
付
随
す
る
業
務

と
し
て
Ｂ
Ｐ
を
加
え
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
特
定
技
能
外
国
人
を
雇
用

し
て
い
る
認
証
工
場
で
は
、
Ｂ
Ｐ

を
主
業
務
と
し
て
従
事
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
。

Ｂ
Ｐ
は
事
故
を
起
こ
し
た
車
両

を
修
理
す
る
上
で
、
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
や

自
動
運
転
の
シ
ス
テ
ム
の
機
能
維

持
に
と
っ
て
重
要
な
領
域
の
一

る
制
度
の
運
用
に
関
す
る
方
針
」

の
変
更
で
決
ま
っ
た
。
車
体
整
備

工
場
も
整
備
業
全
体
と
同
様
に
人

材
不
足
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、

Ｐ
に
従
事
で
き
て
い
た
が
、
今
後

は
専
従
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

政
府
が
22
年
８
月
に
閣
議
決
定
し

た
「
特
定
技
能
の
在
留
資
格
に
係

特
定
技
能
制
度
の
自
動
車
整
備

分
野
で
、
主
な
業
務
に
板
金
塗
装

（
Ｂ
Ｐ
）
が
加
わ
っ
た
。
特
定
技

能
外
国
人
は
関
連
業
務
と
し
て
Ｂ

人
材
不
足
解
消
に

新
た
な
選
択
肢

外国人特定技能制度の整備分野

の
57
件
（
う
ち
死
亡
事
故
が
４

件
）
で
、
従
業
員
に
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
損
害
を
与
え
る
可
能
性

が
他
の
機
器
と
比
べ
て
高
い
。
整

備
事
業
者
は
ク
ル
マ
社
会
の
安
心

と
安
全
を
最
前
線
で
守
る
と
と
も

に
、
リ
フ
ト
の
適
切
な
使
用
で
自

ら
の
身
も
守
る
必
要
が
あ
る
。

21
年
度
の
リ
フ
ト
に
よ
る
事
故

の
原
因
は
、
取
扱
不
良
が
４
件
、

点
検
不
履
行
が
３
件
、
リ
フ
ト
不

良
が
１
件
の
内
訳
と
な
っ
た
。
原

因
と
し
て
多
い
取
扱
不
良
と
点
検

不
履
行
に
よ
る
事
故
は
毎
年
の
よ

う
に
発
生
し
て
い
る
。
現
在
は
自

動
車
業
界
を
含
め
社
会
全
体
が
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）

の
確
保
を
重
視
し
て
お
り
、
リ
フ

ト
自
体
や
リ
フ
ト
の
使
用
に
必
要

な
手
順
を
踏
ま
な
い
で
事
故
を
発

生
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
代
償

も
必
然
と
大
き
く
な
る
。
事
故
を

発
生
さ
せ
て
い
な
い
工
場
で
も

「
明
日
は
我
が
身
」
と
改
め
て
定

期
点
検
の
未
実
施
や
不
適
切
な
使

用
が
な
い
か
を
振
り
返
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
。

た
だ
、
整
備
業
界
と
し
て
事
故

防
止
の
啓
発
活
動
が
浸
透
し
て
い

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
点
検
資
格

者
に
よ
る
点
検
実
施
台
数
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
21
年
度
は
２

万
３
９
７
４
件
ま
で
拡
大
し
た
。

12
年
度
と
比
較
す
る
と
７
２
３
０

件
増
加
し
て
お
り
、
安
全
意
識
の

高
ま
り
が
数
字
に
も
表
れ
て
い

る
。
車
両
が
日
々
変
化
す
る
中

で
、
リ
フ
ト
も
日
常
点
検
の
実
施

と
併
せ
て
経
年
劣
化
に
応
じ
た
整

備
も
実
施
し
、
さ
ら
な
る
事
故
防

止
対
策
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
。

憂
す
る
こ
と
な
く
、
車
重
に
適
し

た
能
力
の
リ
フ
ト
と
正
し
い
方
法

に
基
づ
い
た
使
用
が
求
め
ら
れ

る
。過

去
10
年
間
の
整
備
機
器
別
の

事
故
件
数
で
は
、
リ
フ
ト
は
２
番

目
に
多
い
門
型
洗
車
機
の
２
倍
以

上
の
１
８
９
件
で
断
ト
ツ
と
な
っ

て
い
る
。
人
身
事
故
件
数
も
最
多

日
本
自
動
車
機
械
工
具
協
会
が

ま
と
め
た
２
０
２
１
年
度
の
整
備

用
リ
フ
ト
の
事
故
件
数
は
過
去
10

年
間
（
12
～
21
年
度
）
で
最
小
の

８
件
だ
っ
た
も
の
の
、
う
ち
５
件

で
人
身
事
故
が
発
生
し
、
そ
の
う

ち
１
件
は
作
業
者
の
死
亡
に
つ
な

が
っ
た
。
整
備
業
界
で
は
何
よ

り
、
事
故
件
数
の
推
移
に
一
喜
一

21
年
度
の
リ
フ
ト
事
故

過
去
10
年
最
小
の
８
件

機工協が統計

５
件
で
人
身
事
故

作
業
者
の
死
亡
も

（3）



今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ヒ
ト
と
ク

ル
マ
の
未
来
を
守
る
整
備
機
器｣



最
新
の
整
備
機
器
で
業
務
に
取
り

組
む
整
備
士
を
増
や
す
こ
と
で
、

安
全
な
ク
ル
マ
社
会
の
実
現
や
人

々
の
生
活
を
守
る
こ
と
な
ど
に
つ

な
げ
る
と
の
思
い
を
込
め
た
。
24

年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
車
載
式

故
障
診
断
装
置
（
Ｏ
Ｂ
Ｄ
）
を
活

用
し
た
Ｏ
Ｂ
Ｄ
検
査
（
車
検
）
を

は
じ
め
、
整
備
技
術
の
高
度
化
へ

の
対
応
や
業
務
の
省
力
化
に
向
け

た
整
備
機
器
の
情
報
発
信
を
目
指

す
。19

年
に
開
催
し
た
前
回
の
シ
ョ

ー
は
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
青
海

展
示
棟
（
現
在
は
営
業
終
了
）
を

会
場
に
、
１
０
３
社
８
団
体
が
出

展
。
３
日
間
で
３
万
７
２
４
５
人

が
来
場
し
た
。
今
回
の
第
37
回
シ

ョ
ー
は
、
自
動
車
整
備
セ
ミ
ナ
ー

や
機
工
協
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を

予
定
。
展
示
面
積
も
増
や
し
、
前

回
を
上
回
る
５
万
人
の
来
場
を
見

込
む
。

入
場
料
は
一
般
が
千
円
（
消
費

税
込
み
）
、
学
生
が
５
０
０
円

（
同
）
。
Ｗ
ｅ
ｂ
事
前
登
録
者
と

中
学
生
以
下
は
無
料
で
、
招
待
券

の
配
布
は
行
わ
な
い
。

自
動
車
業
界
が
１
０
０
年
に
１

度
の
大
変
革
期
を
迎
え
、
自
動
車

整
備
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
も
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
も
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
シ
ョ

ー
に
来
場
し
最
新
の
機
器
に
触
れ

て
設
備
投
資
計
画
を
立
て
て
き
た

整
備
事
業
者
ら
が
多
い
こ
と
か

ら
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
の
今
回
の

シ
ョ
ー
は
情
報
収
集
も
含
め
こ
れ

ま
で
以
上
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
自
動
車
機

械
工
具
の
実
演
展
示
会
と
し
て
国

内
最
大
の
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
シ
ョ

ー
へ
の
期
待
は
日
に
日
に
高
ま
る

ば
か
り
だ
。

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
機
械
工
具
展
示

会
も
中
止
が
相
次
い
で
い
た
こ
と

か
ら
、
機
械
工
具
を
販
売
す
る
側

と
購
入
す
る
側
、
双
方
か
ら
展
示

会
を
望
む
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

き
た
。
本
来
な
ら
２
０
２
１
年
の

開
催
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
な
ど
の

影
響
に
よ
り
中
止
。
同
様
に
他
の

て
い
る
。

国
内
最
大
規
模
の
自
動
車
検
査

・
整
備
関
連
機
器
の
実
演
展
示
会

で
あ
る
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
シ
ョ
ー

は
、
こ
れ
ま
で
隔
年
で
開
催
し
て

会
が
全
国
各
地
で
再
開
さ
れ
る
姿

も
散
見
さ
れ
、
来
場
者
も
予
想
以

上
だ
っ
た
と
の
声
も
聞
か
れ
る
こ

と
か
ら
、
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
シ
ョ

ー
へ
の
期
待
は
よ
り
一
層
高
ま
っ

月
15
～
17
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
（
東
京
都
江
東
区
）
の
東
１
・

２
・
３
ホ
ー
ル
お
よ
び
屋
外
で
開

催
を
予
定
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
自

粛
さ
れ
て
い
た
機
械
工
具
の
展
示

日
本
自
動
車
機
械
工
具
協
会
が

主
催
す
る
「
第
37
回
オ
ー
ト
サ
ー

ビ
ス
シ
ョ
ー
２
０
２
３
」
の
開
催

ま
で
半
年
を
切
っ
た
。
４
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
る
同
シ
ョ
ー
は
、
６

４
年
ぶ
り
復
活
の
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
シ
ョ
ー

最新機器が一堂に 高まる期待
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